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【研究目的】

京劇は中国の代表的な戯曲であ り, 豊かな戯曲

舞踊(1)の表現は, 活 きている中国舞踊の保存の宝庫

である。京劇における戯曲舞踊の表現は身体を分

割 し, 各部位に多様な技法が創 られ, 技法を繋げ

るだけで人物が表現できる独特な方法をもってい

る。本研究は中国戯曲舞踊の表現 における身体各

部位の特徴や役割を探ることを目的として, 頭部

表現の考察(2)に続き, 京劇の手の表現 を舞踊の側面

から考察 し,『中國舞譜』(3)に整理 された中国舞踊の

手の表現 と照 らし合わせ, 戯曲舞踊における手の

表現の特徴及び役割を明らかにする。

【研究方法】

1 VTRフ ィルム(4)(5)から京劇各役柄に共通する

 手の表現の特徴を明らかにする。

2『 中國舞譜』に分類されている手の表現技法

「腕部動作」と 「腎部動作」を文献より考察 し

特徴を明らかにする。

3 1と2の 結果から戯曲舞踊における手の表現

の役割を明らかにする。

【結果及び考察】

1 手の表現を部位 と全体の動きの両側面か ら考

察を行った。部位の動きにおいて関連する身体部

位は上腕, 前腕, 手関節, 指の4つ に分け, 全体

の動きにおいては断続的な動 き, 流れる動 き, ポー

ズの3つ に分けてVTRフ ィルムを観察 した。そ

の結果京劇各役柄に共通する手の表現は文役と武

役に分類できる。文役は歌やセリフの表現が, 武

役は武術や殺陣等曲芸的技巧を用いた表現が中心

となっている。手の表現の特徴は表1の ようにま

とめられる。

文 ・武役ともに男女の手の表現ははっきりと決

められてお り, 動きが圓や曲線を描 くのが共通の

特徴。文役は控えめな動作, 武役は力強 く激 しい

動作 を主とする。このことから手の表現は役柄の

人物像 を強調するためにあると思われる。また手

の表現は歌やセリフの有無に左右され, 断続的な

動作や指 をさす動作が頻繁にみられることから心

情表現 を補強する表現であると見ることができる。

2『 中國舞譜』に整理 されている手の表現技法は

指, 手首のポジションや動作 と小道具の持ち方を

中心 とする 「腕部動作」 と, うでのポジションや

動 きを中心とする 「腎部動作」に分けられている。

技法用語における中日の対照及び技法数, 主な技

法内容を表2に まとめた。

動作説明から次のように考察で きる。(1)若干の

変化によって特定の人物を表す技法は158の 中117

あ り, 人物像の描写を協調する役割を示 している。

(2)「腕部動作」127の 中失意や賛成などの心情 を

表す技法は トータル して32を 占めていることから

心情を表現する補助的な役割を示している。

(3)「腎部動作」は基本と変化のポジションには表

現的特徴が見られない。うでの10技 法は武術から

取 り入れたものや武術 を表現する力強い動きが7

技法を占めていることから武勇の美を表現するの

に欠かせない。また 「指式動作」37技 法はうでが

手の動作 を強調する補助的な役割 を示 している。

3 以上の結果から戯曲舞踊における手の表現の

役割 として具体的に次の3つ があげられる。(1)手

の表現は, 役柄の性別や身分を区別 し, 人物像の

描写は強調する重要な役割をもっている。(2)手先

の動作は, 歌やセリフに左右される断続的な動作

と指をさす動作が多 く, 直接心情を表す技法が少

数であることは心情表現を補助する役割にある。

(3)うでの動作は, 武勇美に不可欠な表現である他, 

手先の表現を強調するためにも使われ, 手先は主, 

うでは補助的な役割である。

【註】(1)dance in Chinese Opera (2)富燦霞, 中国舞踊の頭
部表現に関する一考察一京劇の演劇舞踊を中心として, 
舞踊学20号, 1997(3)李天民,『中國舞譜』台北國立編澤
館, 1976(4)認識國劇一生旦浄丑役編, 扮装編, 貴妃酔酒, 
台湾公共電視製作(5)天女散花, 中国録音録像総社

表1「 手の表現の特徴」

表2「 『中國舞譜』一「腕部」と「腎部」動作の技法, 技法数, 主な内容」
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